
Susono City 
“学びの森”だより 

友の喜びは、自分の喜び 
 

 追い風の不利な条件の中、１回目９４メートル、２回目９３メートル、合計得点２０３．

９点、第９位。それが彼女の記録です。２０１８年のピョンチャン五輪、女子スキージャ

ンプの舞台での出来事です。彼女の名前は、伊藤有希選手。前大会（ソチ五輪）に続いて

の出場でしたが、前回の７位に続く入賞にはなりませんでした。競技後、テレビ画面に映

し出された彼女は、「今まで支えてくれた人に喜んでもらうことができず、すごく残念です。」

と語り、その目からは、涙がぽろぽろとこぼれ落ちていました。その画面を見ていた私も、

何かとても切ない気持ちになったことを覚えています。 

 この時、日本だけでなく世界では、高梨沙羅選手に大きな期待が寄せられていました。

絶対的な強さを誇っていた彼女が、前回の五輪でメダルを取れなかったこともあり、「今回

はメダルを取らせてあげたい」とみんなが願っていました。ただ、伊藤選手も五輪前の大

会で何回か優勝するなど、かなり調子を上げてきていたので、本人も手応えを感じていた

と思いますし、私も「もしかしたら？」と思っていました。でも、結果は第９位。本人は

悔しくて悔しくてしかたなく、失望感も相当のものだったに違いありません。 

 その少し後、今度は、高梨選手が飛びました。結果は、２回とも１０３．５メートルで、

合計２４３．８点。金メダルではありませんでしたが、見事に銅メダルを獲得しました。

その瞬間、テレビ画面には、涙でいっぱいの高梨選手の笑顔と、彼女を称える大勢の観衆

の姿が映っていました。私も、４年前のことを思いだし、彼女のがんばりに、心を打たれ

ました。 

 その時でした。遠くの方から誰よりも速く一目散に走ってきて、高梨選手に抱きつく女

性選手がいました。何とそれは、伊藤選手でした。彼女は、高梨選手に抱きついたまま、

涙を流しながら、何回も「おめでとう。」「おめでとう。」と、繰り返していました。彼女は、

自分の悔しさを忘れ、心から高梨選手のメダルを喜んでいるようでした。それを見ていた

アナウンサーが、伊藤選手に、「自分事のようにうれしそうですね。」と尋ねました。それ

に対して、彼女は「４年前に、沙羅ちゃんもすごく辛い思いをし、この４年間必死になっ

てがんばっていました。私もそれを見てきました。だ

から、今日、沙羅ちゃんの思いが叶って、本当にうれし

いんです。」と、答えました。 

 このシーンをテレビで見ていた私は、高梨選手のメ

ダル以上に、心が震えました。自分の悔しさや辛さが

心の中にありながらも、ここまでライバル（友達？）の
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がんばりを褒め称える彼女の人間性や優しさに、本当に大きな感動を覚えました。これが、

本当のオリンピック選手であり、超一流の選手なんだと、感じた瞬間でした。もちろん、

私は、伊藤選手の大ファンになりました。彼女は、2 月の北京五輪に出場するなど、今も

現役の選手として、がんばっています 

 ５月より「森の道標」が、本格的に始まりました、そんな中、授業参観で、伊藤選手の

ように、「自分がうまくできなくても、友達のがんばりを褒め称えたり認めたりしている子

供たち」に出会うことがあり、その時には、何かホッとし

た気持ちになります。世の中の価値観は多様化しています

が、学校の中に、そのような子供たちが１人でも多く増え

ることを、心より願っています。「学びの森」の私たちも、

がんばっている先生たちを大事にし、認め励ます存在であ

りたいと思っています。    （文責：冨田指導員） 

 

 

ＹＯＵカフェ

 「YOU カフェ」は、「自ら学びたい」「よりよい授業や学級づくりをしたい」と願う先

生方に、優れた教育実践をされている方や、経験豊かな方に講師になっていただき、ご自

身が大切にしていることや実践内容について学び、交流する講座です。 

この夏、３つの講座を開講します。その中から、日程・内容の決まった講座を２つ紹介

します。ぜひ、夏休みの予定にご検討ください。※詳細、申込みについては後日お知らせします。 

 

「教育論文の書き方講座」 

８月３日（火） 13：30 ～ 15：00 

場 所：裾野市民文化センター 

対 象：今年度、教育論文を書く先生 

「授業に役立つ深良用水講座」 

８月８日（月）  ９：30 ～ 11：30 

場 所：裾野市民文化センター ２階 

   対 象：全教員（小学４年生の授業の参考に！） 
 

※希望研修（内容は検討中） 

８月１日（月）午後 

 

“明日から使える講座でスキル UP したい！” 

“他校ではどうしているの？情報交換したい！” 

用途はいろいろ。ぜひ、ご検討ください。 

 

編集・発行：“学びの森” 
〒410-1102 裾野市深良 435 番地 

TEL：055-995-4903 

   FAX：055-995-4904 
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